
３．令和７年度の主な事業と財源内訳

事業費

事業費 ※３か年継続事業総額

中学校3年生給食費無償化分

学校給食賄材料費物価高騰分
第3子以降無償化継続分

　令和７年度の主な事業について、事業の内容と財源の内訳をご紹介します（写真等はイメージ）。

中学校３年生給食費無償化事業【学校給食センター】

北竜台学園施設整備事業【教育総務課】

小児医療オンライン相談事業【医療対策課】

オンライン相談を導入することにより、こどもの急な体調変化の際の医療機関受診の要否判断や、日常の不安・疑問の解
消を支援し、医療機関の適正な受診にもつなげていきます。

中学校３年生の給食費を無償化することにより、保護者の経済的負担を軽減し、新生活へ必要となる物品等の準備を整
えられるよう後押しします。また、小中学校全学年を対象に、食材費の高騰により生じた給食費との差額分を市で負担して
います。このほか、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、第３子以降の給食費無償化を継続します。

○

関
連

333万円

45億1,113万円

９年間を通じた系統的な小中一貫教育をより充実させるため、長山中学校区に施設一体型の義務教育学校「北竜台学
園」を開校するための施設整備を行います（令和９年度開校予定）。

1億652万円

○

○

合計

3,037万円

6,539万円
1,076万円

※国からの補助（重点支援地方交付金）は、令和7年度のみの措置となります。

交付税

8億6,930万円
市の負担 21億9,260万円国からの補助 14億4,923万円

前期用屋内運動場

中・後期用屋内運動場

前期用普通教室 中・後期用普通教室

特別教室

（R6～8）

市の負担 167万円国からの補助 166万円

学校給食賄材料費物価高騰分

国からの補助 5,315万円3,037万円

中学校3年生給食費無償化分

1,224万円

第3子以降無償化継続分

1,076万円

市の負担
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事業費

事業費

事業費 ※R6前倒し事業

事業費　 

トップクライマーの存在や若者を中心に人気が広がるスポーツクライミングの特性を生かし、多様な主体と連携を図りなが
ら、にぎわいの創出にとどまらず、多分野と連動した取組を推進し、都市としての魅力づくりにつなげます。

効率的で持続可能な地域公共交通の実現に向け、利用の少ないコミュニティバス枝線の代替手段としてAIオンデマンド
交通を運行し、地域住民の移動手段の確保・公共交通の利用促進を図ります。

4,007万円

3,864万円

スポーツクライミングのまち龍ケ崎推進事業【スポーツ推進課】

AIオンデマンド交通運行事業【都市計画課】

○

○

8,240万円

868万円

避難所衛生環境改善事業【防災安全課】
トイレトラック及び水循環型シャワー・テントセットを配備することで、避難者の身体的な衛生環境の向上及び被災による

心身の負担軽減を図ります。また、平時には、防災訓練やイベント時での積極的な活用により、市民への防災意識を促進し
ていきます。

○

○

災害対応ドローン整備運用事業【防災安全課】
災害発生時に、被災状況等を把握し、復旧対応及び住民に対する情報発信を迅速に行うため、災害対応用のドローンを

整備します。また、平時には、訓練等での活用のほか、飛行する地域等によって必要となる国家資格について、計画的に職
員の取得を進め、災害時の体制強化を図ります。

市の負担 3,340万円

国からの補助 2,000万円
市の負担

551万円

市の負担 2,458万円

交付税 1,000万円

国からの補助 3,900万円

市の負担 268万円交付税 600万円

トイレトラック(提供：助けあいジャパン) 災害対応ドローン

交付税 1,456万円

交付税 1,406万円
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